
S=1:60断面図

250(580) 4770(11690) 200(450)

開水路

1.3-断面修復工
1.4-ひび割れ注入工
1.5-ひび割れ充填工

【地覆】

【舗装】1.1-舗装打ち替え工、橋面防水工、伸縮部充填工

【床版】
2.3-水切り設置工

　

【床版】
2.3-水切り設置工

【床版】2.1-断面修復工　2.2-表面保護工

1.4-ひび割れ注入工
【地覆】

下流側 上流側

22
0

15
0

側面図 S=1:50

至 阿南市 至　徳島市

A1 P1 A2

【取合舗装】1.2-取合舗装部分打ち替え工

【A1橋台】
3.1-ひびわれ充填工
3.2-断面修復工

【P1橋脚(A1側)】
3.3-断面修復工

【A2橋台】
3.6-断面修復工

【P1橋脚(A2側)】
3.4-ひび割れ充填工
3.5-断面修復工

至　徳島市

至 阿南市

P1

A2

A1

【床版】2.1
-断

面修復工　2.2
-表

面保護工　2.3
-水

切り設置工

【舗装】1.1
-舗

装打ち替え工、橋面防水工、伸縮部充填工

【地覆】
1.3-断面修復工
1.4-ひび割れ注入工
1.5-ひび割れ充填工

補修計画一覧表

平面図 S=1:50

【取合舗装】1.2-取合舗装部分打ち替え工

【地覆】
1.4-ひび割れ注入工

【舗装】
1.2-取合舗装部分打ち替え工

【舗装】
1.2-取合舗装部分打ち替え工

DL=3.000

【床版】2.1-断面修復工　2.2-表面保護工　2.3-水切り設置工　　　　　　　　　　　　　　　　【床版】2.1-断面修復工　2.2-表面保護工　2.3-水切り設置工 岩脇高田支線4号線3号橋　橋梁諸元

路 線 名 市道　岩脇高田支線4号線

上部工 RC中実床版橋

下部工

基礎工

橋　　格 -

橋　　長 8.90m

桁　　長 8.90m

支　　間 8.90m

幅　　員 有効幅員:4.77m

架設年次 不明

示 方 書 不明

橋
梁
形
式

重力式橋台　壁式橋脚

橋台：直接基礎　橋脚：基礎形式不明

補修計画一般図

　 　 年令 和

5220(12720)

46
0

橋長　L=8900

【地覆】1.3-断面修復工　1.4-ひび割れ注入工　1.5-ひび割れ充填工
【舗装】1.1-舗装打ち替え工、橋面防水工、伸縮部充填工

橋長L=8900

4
7
7
0

部材区分

1.橋面

2.上部工

3.下部工

舗装

地覆

床版

A1橋台

P1橋脚
（A1側）

P1橋脚
（A2側）

A2橋台

補修方法

1.1 舗装打ち替え工、橋面防水工、伸縮部充填工

1.2 取合舗装部分打ち替え工

1.3 断面修復工

1.4 ひび割れ注入工

1.5 ひび割れ充填工

2.1 断面修復工

2.2 表面保護工

2.3 水切り設置工

3.1 ひび割れ充填工

3.2 断面修復工

3.3 断面修復工

3.4 ひび割れ充填工

3.5 断面修復工

3.6 断面修復工

材料等

・再生密粒度As混合物、塗膜系防水、シール材

・再生密粒度As混合物

・ポリマーセメントモルタル

・エポキシ樹脂

・ポリマーセメントモルタル

・亜硝酸リチウム混入ポリマーセメントモルタル

・シラン系表面含浸材

・水切り材(エチレンプロピレン系ゴム)

・ポリマーセメントモルタル

・ポリマーセメントモルタル

・ポリマーセメントモルタル

・ポリマーセメントモルタル

・ポリマーセメントモルタル

・ポリマーセメントモルタル

開水路開水路

R

AS

R

AS

水道管(Φ50)

水道管(Φ280)

水道管(Φ300)

R(AS)

Φ300

Φ50

Φ280

G

CO

G

CO

T 岩脇11R8R5

E ｲﾜｷ23W2

6.72

E ｲﾜｷ23W1

AS

T 岩脇11R8R5R1 G

G

VPΦ200

水道管

CO

R(AS)

R(AS)

HPΦ
800

CO

HPΦ
700

CO

I-2
7.229

(6.6
8)

(6.6
9)

6.09

6.71

7.10

7.32

6.89

7.25

6.72

7.28

6.12

5.89

6.12

6.12 6.90

6.91

6.88

5.88

5.87

6.11

6.79

6.11

6.11

6.73

6.40

6.19

水道管

Y=+1
010

Y=+1
010

Y=+1
000

X
=
+
9
9
0

X
=
+
9
9
0

X
=
+
1
0
0
0

X
=
+
1
0
0
0

X
=
+
1
0
1
0

X
=
+
1
0
1
0

市道岩脇高田支線４号線（岩脇高田支線４号線

補修計画一般図

6
1

道路橋りょう整備事業

工 事 名

度

　名

工事 所

課

長

補

佐

係

長

設

計

製

図

縮　 尺

図面番号

阿 南 市 建 設 部 土 木 課

箇

事 業 名
図示

図

阿南市羽ノ浦町岩脇弐反地

３号橋）補修工事

8



P1 A2

配置図

A1

橋面補修計画図 S=1:40

0.21

0.4

A1 A2P1

側面

下側

上側

0.
210.
4 0.
19

0.19

シー
ル充填

工　L=
11.

7m

シール充
填工　L=

11.
7m

表面保護工(地覆)　L=7.8m

表面保護工(地覆)　L=7.3m

W=5.0
L=5400

W=5.0
L=11700

W=16
L=11700

W=1.0
L=340

W=1.2
L=340

W=2.1
L=340

280×100

W=0.6
L=470

W=0.8
L=470

L=210 L=3400

1200×1300

水道管（φ50）

水道管（φ280）

水道管（φ300）

令 和 　 　 年

鉄筋露出

エフロレッセンス

漏水・帯水

腐食

その他

剥離

変形・欠損

うき

ひ
び
割
れ

0.2mm未満

mm未満

損傷凡例

0.2～1.0

1.0mm以上

至　徳島市

至 阿南市

取合舗装 部分打替
A=36.86m2

橋面 舗装打替
A=41.30m2

取合舗装 部分打替
A=40.06m2

L=3.8
m(t=5

0mm)

舗
装
版
切
断
工

L=
4.
1m
(
t=
50
mm
)

舗
装
版
切
断
工

DA1 = 0.0280m2【Da01】

HI1 = 0.47m【Cb02】

HI1 = 0.47m【Cb01】

HI2 = 0.34m【Ja03】

HI2 = 0.34m【Ja02】

補 修 工 法 一 覧 表

地 覆

補修工法 記号：単位
通し番号
【記号No.】

DA1: 　0.0280m2 Da断面修復工(左官工法)：ケレン無し

ひびわれ注入工(エポキシ樹脂系) CbHI1: 　0.94m

ひびわれ充填工(ポリマーセメントモルタル) HI2:　 4.63m Ja

表面保護工(シラン系表面含浸材) HY1: 　9.46m2 Ha

HI2 = 0.34m【Ja01】

・【   】は計画箇所の補修工法の通し番号を示す。
　　(数量計算書参照)

通し番号補修数量

※1.補修記号→補修工法一覧表参照
　2.補修数量・通し番号→数量計算書と対応

 DA =10.14m2【 D1】

補修記号

舗 装 　 数 量 表

取合舗装A1側

取合舗装A2側

舗装破砕面積位置 舗装工
(アスファルト舗装)

不陸整正
(補足材 RM-30 t=2cm)

舗装版切断工
(t=50mm)

汚泥処理

汚泥処理
　V=2.3×102×t×L
　V:排水量(m3)
　t:切断深(m)
　L:切断延長(m)

路　　面

HY1 = 3.94m2 【Ha01】

HY1 = 5.54m2 【Ha02】

41.30m2

40.06m2

36.86m2

41.30m2

40.06m2

36.86m2

40.06m2

36.86m2

表面含浸工

対 策 工 凡 例橋面防水工
(塗膜系)

シール充填工

41.30m2

-

-

-

11.7m

11.7m

地 覆 部 表 面 保 護 工 施 工 範 囲-

3.8m

4.1m

0.005t

0.005t

-

HI2 = 3.40m【Ja05】

HI2 = 0.21m【Ja04】

210
190

400

25
0

55
00

20
0

59
50

150

210

250
210

460

210
190 400

250 5500 200

5950

15
0

21
0

25
0

21
046
0

伸 縮 部 充 填 工 詳 細 図

A1 A2

上流側 側面図

-

L型止水テープ

15.10m

-

-

端部処理工 端部処理工

開
水
路

開
水
路

舗 装 構 成 〔 橋 面 〕

4
0表　　層

コンクリート床版

表　　層：再生密粒度アスファルト混合物(13) t=4.0cm

舗 装 構 成 〔 取 合 〕

5
0表　　層

現況路盤
表　　層：再生密粒度アスファルト混合物(13) t=5.0cm

※舗装仕上げ高は、現況路面高見合いとする。

橋面防水工(塗膜系)

プライムコート(PK-3)

G

CO

G

CO

T 岩脇11R8R5

E ｲﾜｷ23W2

6.72

E ｲﾜｷ23W1

AS

T 岩脇11R8R5R1
G

G

VPΦ200

CO

R(AS)

R(AS)

HP
Φ
80
0

CO

HP
Φ
70
0

CO

6.09

6.71

7.28

6.12

5.88

6.11

6.40

6.19

橋長L=8900

4
7
7
0

開水路
開水路

アスファルト舗装

▽路面

40

10mm
遊間

シール充填

50

アスファルト舗装

橋梁区間取合区間

橋面防水工(塗膜系)

コンクリート床版

6
2

橋面補修計画図

道路橋りょう整備事業

工 事 名

度

　名

工事 所

課

長

補

佐

係

長

設

計

製

図

縮　 尺

図面番号

阿 南 市 建 設 部 土 木 課

箇

事 業 名

市道岩脇高田支線４号線（岩脇高田支線４号線

図示

図

阿南市羽ノ浦町岩脇弐反地

３号橋）補修工事

8

20



P1A1 A2

A1 A2P1

150×150

200×160

W=0.15
L=1330

W=0.15
L=1300

W=0.15
L=1280

W=0.15
L=1260

W=0.15
L=1230

100×50

500×250

2670×300

200×200

200×200

300×400

3000×1650

補 修 工 法 一 覧 表

床 版

補修工法 記号：単位
通し番号
【記号No.】

DA1: 　0.3145m2 Da断面修復工(左官工法)：ケレン無し

HY1:  39.76m2 Ha表面保護工(シラン系表面含浸材)

・【   】は計画箇所の補修工法の通し番号を示す。
　　(数量計算書参照)

通し番号補修数量

※1.補修記号→補修工法一覧表参照
　2.補修数量・通し番号→数量計算書と対応

 DA =10.14m2【 D1】

補修記号

令 和 　 　 年

鉄筋露出

エフロレッセンス

漏水・帯水

腐食

その他

剥離

変形・欠損

うき

ひ
び
割
れ

0.2mm未満

mm未満

損傷凡例

0.2～1.0

1.0mm以上

表面含浸工

対 策 工 凡 例

床 版 部 表 面 保 護 工 施 工 範 囲

HY1 = 18.63m2 【Ha03】 HY1 = 18.00m2 【Ha04】

DA2: 　5.8810m2 Db断面修復工(左官工法)：ケレン有り

DA2 = 0.1250m2 【Db02】

DA2 = 0.0050m2 【Db01】

DA2 = 0.8010m2 【Db03】

DA2 = 4.9500m2 【Db04】

DA1 = 0.040m2 【Da03】

DA1 = 0.1800m2 【Da04】

DA1 = 0.0400m2 【Da05】

DA1 = 0.0320m2 【Da01】

DA1 = 0.0225m2 【Da02】

表面保護工　床版L=7.5m

表面保護工　床版L=7.4m

HY1 = 1.58m2 【Ha01】

HY1 = 1.55m2 【Ha02】

上部工補修計画図 S=1:40

水 切 り 材 設 置 工 　 数 量 表

水切り材設置工位置

床版下面 12.6m

210
190

400

25
0

55
00

20
0

59
50

150

210

250
210

460

210
190 400

250 5500 200

5950

15
0

21
0

25
0

21
046
0

水切り設置工　L=2.8m
水切り設置工　L=3.1m

水切り設置工　L=3.7m 水切り設置工　L=3.0m

300×200

配置図

開
水
路

開
水
路

開水路
開水路

6
3

上部工補修計画図

道路橋りょう整備事業

工 事 名

度

　名

工事 所

課

長

補

佐

係

長

設

計

製

図

縮　 尺

図面番号

阿 南 市 建 設 部 土 木 課

箇

事 業 名

市道岩脇高田支線４号線（岩脇高田支線４号線

図示

図

阿南市羽ノ浦町岩脇弐反地

8

３号橋）補修工事



令 和 　 　 年

鉄筋露出

エフロレッセンス

漏水・帯水

腐食

その他

剥離

変形・欠損

うき

ひ
び
割
れ

0.2mm未満

mm未満

損傷凡例

0.2～1.0

1.0mm以上

下部工補修計画図(その1) S=1:25

補 修 工 法 一 覧 表

A1,A2橋台

補修工法 記号：単位
通し番号
【記号No.】

DA1:  13.6664m2 Da断面修復工(左官工法)：ケレン無し

ひびわれ充填工(ポリマーセメントモルタル) HI2:　 0.90m Ja

・【   】は計画箇所の補修工法の通し番号を示す。
　　(数量計算書参照)

通し番号補修数量

※1.補修記号→補修工法一覧表参照
　2.補修数量・通し番号→数量計算書と対応

 DA =10.14m2【 D1】

補修記号

正面図
側面図（下流側）

A1橋台

平面図

200

1
0
0
0

200

1
0
0
0

1
0
0
0

側面図（上流側）

11777

2
0
0

開水路

W=1.0
L=400

W=3.0
L=500

11777×600

11777

350×200

側面図（上流側）

200

10
00

200

10
00

10
00

側面図（下流側）

11873×550

11873

正面図

11873

20
0

開水路

A2橋台

平面図

A1 P1 A2

開水路

開水路

配置図

開
水
路

開
水
路

下部工補修計画図(その1)

道路橋りょう整備事業

工 事 名

度

　名

工事 所

課

長

補

佐

係

長

設

計

製

図

縮　 尺

図面番号

阿 南 市 建 設 部 土 木 課

箇

事 業 名

市道岩脇高田支線４号線（岩脇高田支線４号線

図示

図

6
4

阿南市羽ノ浦町岩脇弐反地

8

３号橋）補修工事

DA1 = 7.0662m2 【Da01】 DA1 = 0.0700m2 【Da02】

HI2 = 0.40m 【Ja01】

HI2 = 0.50m 【Ja02】

DA1 = 6.5302m2 【Da03】



P1橋脚（A1側）

側面図（上流側）

200

10
00

200

10
00

10
00

側面図（下流側）

12740

20
0

W=20
L=800

12740×660 800×500

W=20
L=800

150×50

正面図

平面図

12740

12087

20
0

200

10
00

200

10
00

側面図（上流側）

10
00

300×250

W=0.45
L=800

W=0.75
L=550

12087×450

100×450

12087

DA1 = 8.4084m2 【Da02】 DA1 = 0.4000m2 【Da05】

DA1 = 0.0160m2 【Da03】 DA1 = 0.0160m2 【Da04】

DA1 = 0.0750m2 【Da06】

DA1 = 5.4392m2 【Da07】

HI2 = 0.55m 【Ja01】

HI2 = 0.80m 【Ja02】

DA1 = 0.0075m2 【Da01】

A1 P1 A2

側面図（下流側）

開水路

P1橋脚（A2側）

開水路

開水路

開水路

令 和 　 　 年

鉄筋露出

エフロレッセンス

漏水・帯水

腐食

その他

剥離

変形・欠損

うき

ひ
び
割
れ

0.2mm未満

mm未満

損傷凡例

0.2～1.0

1.0mm以上

下部工補修計画図(その2) S=1:25

補 修 工 法 一 覧 表

P1橋 脚

補修工法 記号：単位
通し番号
【記号No.】

DA1: 　14.3621m2 Da断面修復工(左官工法)：ケレン無し

ひびわれ充填工(ポリマーセメントモルタル) HI2:　 1.35m Ja

・【   】は計画箇所の補修工法の通し番号を示す。
　　(数量計算書参照)

通し番号補修数量

※1.補修記号→補修工法一覧表参照
　2.補修数量・通し番号→数量計算書と対応

 DA =10.14m2【 D1】

補修記号

配置図

正面図

平面図

開
水
路

開
水
路

6
5

下部工補修計画図(その2)
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箇
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市道岩脇高田支線４号線（岩脇高田支線４号線
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図
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補 修 工 法要 領 図

適用箇所 材料

土木補修用エポキシ樹脂系　1種

土木補修用エポキシ樹脂系　3種

ひびわれ進行が無く、構造物が剛性を必要とする場合(下部工等)

ひびわれ進行が無く、構造物が変形する可能性がある場合(上部工等)

低速低圧注入器具

断 面 図

平 面 図

注入器

ひび割れ

注入器

ひび割れ箇所シール

取付パイプ

エポキシ樹脂シール材

注入材
エポキシ樹脂系

開　　　始

ひび割れ部の清掃

注入用パイプセット

ひび割れ面シール

ひび割れ調査

パイプ間隔確認

シール材の養生

注　　　　入 乾燥状態：エポキシ樹脂系

注入量の確認・養生

パイプ撤去

シール材撤去

終　　　了

補修概要図 施工フロー

ひび割れ補修工(注入工法)：HI1

0.2～1.0mm未満のひび割れにエポキシ樹脂系の材料を注入
して、防水性、耐久性を向上させ、劣化因子の進入を防ぐ工法である。

ひび割れ補修工(注入工法)：

注入器間隔
約20～30cm

　ひび割れ表面に析出物のある場合、　表面の析出物を除去し、ひび割れに直交する切り込み(クロスカット：深さ1～2mm程度)
　を入れ、この空隙に注入器を設置すること。

クロスカット
析出物による閉塞箇所

注記)

注入材
土木補修用エポキシ樹脂注入材

開　　　始

ひび割面のUカット

清　　　　掃

プライマー塗布

充てん材の充てん

養　　　　生

終　　　了

10
mm

15mm

充填材(ポリマーセメントモルタル)

施工フロー

ひび割れ調査

ひび割れ補修工(充填工法)： 1.0mm以上の比較的大きな幅のひび割れの補修に適する工法でひび割れに沿って
Ｕ字形にコンクリートをカットし、その部分に補修材を充填する工法である。

断 面 図

補修概要図

ひび割れ補修工(充填工法)：HI2

補修概要図 開　　　始

シラン系含浸材(アクアシール1400同等品)塗布

終　　　了

養　生

施工フロー

ひび割れ補修、断面修復

下地清掃(高圧洗浄等)コンクリート躯体

　塗布量については、使用材料の標準使用量に準じること。注記)

シラン系含浸材(アクアシール1400同等品)塗布
(標準使用量 0.20kg/m2)

下地清掃
高圧洗浄等

表面保護工(表面含浸工)：HY

シラン系含浸材(アクアシール1400同等品)

表面含浸工：コンクリートの表面に塗布するだけで、コンクリート中に深く浸透し、表面に吸水防止層を形成するとともに、鉄筋腐食を抑制する表面含侵工法である。

水切り材設置工 開　　　始

施工フロー

下地処理

接着材塗布

水切り材取付

断面修復完了

終　　　了

伸縮部シール材充填

DA1　断面修復

【 鉄 筋 ケ レ ン ・ 防 錆 処 理 含 む 場 合 】

断面修復工(左官仕上げ工法)：DA1、DA2

施工フロー

断面修復工：既設コンクリートのうき、剥離、鉄筋露出箇所等に対し、劣化コンクリート部を除去した後に、ポリマーセメントモルタルを用いて断面を修復
　　　　　　する工法。

【 鉄 筋 ケ レ ン ・ 防 錆 処 理 含 ま な い 場 合 】

補修要領現状

注記)　豆板等の脆弱部のみをはつり落とす。はつり深さ=10mm と想定する。

　はつり作業時に鉄筋が露出した場合は鉄筋腐食の有無によって以下のとおりとする。
　　・鉄筋腐食あり：腐食している鉄筋裏側の30mm程度まではつり落とし、鉄筋全周にケレン・防錆処理を施す。
　　・鉄筋腐食なし：そのまま断面修復を行う。

注記)　鉄筋裏側の30mm程度まではつり落とし、鉄筋全周にケレン・防錆処理を施す。

DA2　断面修復

カッター工

コンクリート劣化部のはつり

打音調査

(補修箇所の特定)

　　　清　　　掃

下地処理として

断面修復材用プライマー塗布

コンクリートの欠損部に

ポリマーセメントモルタル充填

養　　　　生

終　　　了

必要に応じて鉄筋ケレン

防錆処理の実施

開　　　始

露出鉄筋既設コンクリート

うき、剥離部
(3.0cm程度)

既設コンクリート

10
mm

断
面

修
復

断面修復材
ポリマーセメントモルタル 下地処理

断面修復材用プライマー

カッター工
(10mm程度)

露出鉄筋

鉄筋露出部

露出鉄筋既設コンクリート

15
16
16

 　
　

30
以

上

80

既設コンクリート

断面修復材
ポリマーセメントモルタル
+亜硝酸リチウム

下地処理(プライマー)
+亜硝酸リチウム

露出鉄筋

カッター工
(10mm程度)

補修要領現状

ポリマーセメントモルタルに亜硝酸リチウム40％水溶液
7.42kg/m3(ロス率18％未考慮)を配合する。

水切り材(エチレンプロピレン系ゴム)設置

接着材
エポボンドEB-1CH同等品

床版

30

25

25

20

下地処理

接着材
エポボンドEB-1CH同等品

水切り材

　 　 年令 和

アスファルト舗装

▽路面

40

10mm
遊間

シール充填

50

アスファルト舗装

橋梁区間取合区間

市道岩脇高田支線４号線（岩脇高田支線４号線

補修工法要領図

6
6
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